
金
滞
古
股
志
巻
十
七

姓
共
牧
納
を
せ
宇
。
何
れ
も
難
儀
に
ゐ
よ
ぴ
、
相
願
ひ
知
行
指
上
、

御
競
米
を
以
て
被
v
下
v
之
。
其
箇
一
入
試
拾
四
俵
宛
に
罷
成
候
由
。
右

母
衣
足
軽
は
、
長
瀬
五
郎
右
衛
門
共
頭
に
て
、
則
屋
敷
へ
引
移
り
支

配
設
し
候
よ
し
、
古
人
の
哨
也
。
と
あ
り
。
さ
れ
ば
長
瀬
五
郎
右
衛

門
も
共
の
頭
た
り
し
ゅ
ゑ
、
組
地
へ
引
越
し
、
そ
の
支
配
な
る
母
衣

足
駆
と
共
に
居
住
せ
し
事
知
ら
れ
け
り
。
混
見
摘
潟
に

f
賞
。
都
民

τ

母
衣
衆
は
‘
横
目
白
、
子
小
姓
赤
、
使
番
黄
赤
段
々
也
。
以
前
は
足

韓
の
母
衣
を
も
進
め
た
る
よ
し
、
是
は
常
の
母
衣
よ
り
大
き
た
り
。

い
き
ほ
ひ
の
錫
と
い
ふ
。
今
母
衣
町
は
右
の
足
鑑
居
住
在
v
之
所
也
と

云
ひ
偉
ム
。
と
あ
り
。
今
按
守
る
に
、
母
衣
町
は
歩
行
母
衣
の
居
住

せ
し
地
た
り
と
い
へ
り
。

。
前
回
平
太
夫
下
部

延
貨
の
金
滞
囲
下
の
如
し
。

按
宇
る
に
、
前
回
丹
後
長
時
は
封
馬
守
長
種
の
次
男
也
。
慶
長
十
年

采
地
千
石
を
賜
ひ
、
長
種
致
仕
の
時
、
父
家
織
の
内
四
千
石
を
配
分

し
、
主
千
石
と
成
り
、
正
保
二
年
三
千
石
・
加
思
あ
り
て
、
八
千
石
を

賜
は
る
。
是
よ
り
さ
き
寛
永
十
七
年
-
長
時
の
長
男
左
馬
助
長
重
へ

丹
後
知
行
分
五
千
石
を
賜
ふ
底
、
正
保
元
年
長
重
父
に
先
だ
ち
て
残
.

Itf.: 
す
。
然
る
慮
、
翌
二
年
十
月
丹
後
長
時
に
加
思
共
八
千
石
を
賜
は
り
、

内
五
千
石
は
左
馬
助
長
重
の
弟
平
太
夫
長
成
へ
配
分
す
。
延
貧
困
年

九
月
丹
後
長
時
残
す
。
依
っ
て
丹
後
遺
知
分
三
千
石
を
ぽ
平
太
夫
長

成
へ
賜
は
り
‘
八
千
石
と
成
る
。
延
寅
下
邸
の
聞
は
、
丹
後
父
子
在

世
中
の
下
邸
也
。
今
白
菊
町
と
云
ふ
。

。
大
槻
内
競
允
下
邸
跡

此
の
下
邸
は
、
千
日
町
の
末
、
前
回
多
宮
下
屋
敷
の
地
た
る
よ
し
.

賓
暦
元
年
の
上
申
書
に
見
b
、
右
町
奉
行
上
申
書
は
町
合
所
留
記
に

載
せ
た
り
。
共
の
文
民
一
宮
ふ
。

犀
川
千
日
町
末
前
悶
多
宮
下
屋
敷
、
最
前
大
槻
内
議
允
下
屋
敷
有
v

之
節
‘
下
屋
敷
之
間
往
来
新
道
寛
保
三
年
出
来
、
共
節
各
様
被
-
-
仰

渡
一
幅
四
関
長
六
拾
試
問
之
露
、
道
橋
方
よ
り
御
普
請
仕
候
。
蛍

時
右
之
所
道
橋
方
よ
り
御
普
請
に
者
不
v
及
所
与
奉
v
存
候
閲
.
御

・
断
申
上
候
。
以
上
。

二
月
六
日

棒
国
字
右
衛
門

背

地

踊

四

郎

本
多
安
易
守
様

按
4
1
る
に
、
大
槻
内
蔵
允
は
.
寛
保
元
年
二
月
加
恩
共
家
藤
二
千
三

企
部
古
蹟
志
巻
十
七

λ 

羽
生
す
や
キ
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川
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百
石
を
賜
は
り
、
人
持
組
と
成
り
、
翠
二
年
五
月
五
百
石
加
思
、
同

ハ鼠=--ヰ

+z周
五

B
S

年
十
二
月
五
百
石
加
思
に
て
、
都
合
三
千
八
百
石
を
賜
は
り
た
り
。
家

総
三
千
石
以
上
に
は
‘
下
屋
敷
を
賜
は
る
溜
審
の
制
度
な
る
に
よ
り
、

寛
保
二
年
十
二
月
三
千
三
百
石
に
成
る
に
依
っ
て
、
翌
三
年
下
邸
を

千
日
町
の
末
に
て
賜
は
り
し
事
、
前
額
の
上
申
書
に
て
知
ら
れ
け
り
J

O
大
槻
内
議
允
下
部
惇
筏

越
路
鏡
花
云
ふ
。
宰
相
官
徳
卿
の
寵
巨
大
槻
内
競
允
が
出
生
を
等
ぬ

る
に
、
共
の
父
は
石
川
郡
久
安
村
と
云
ふ
廃
の
土
民
長
兵
衛
と
い
ひ

き
。
共
の
身
銭
地
足
越
と
成
り
、
内
臓
允
を
儲
け
L
る
蕗
、
成
人
の

後
吉
徳
卿
の
御
居
間
坊
主
に
出
で
!
大
槻
朝
一
元
と
名
乗
り
勤
め
け
る

に
、
還
俗
を
命
ぜ
ら
れ
、
大
槻
僻
識
と
改
稿
し
て
奉
公
し
け
り
。
生

付
元
よ
り
才
智
褒
明
た
り
し
ゅ
ゑ
、
迫
々
立
身
し
て
頭
役
を
勤
め
、

迭
に
人
持
組
と
成
り
、
三
千
八
百
石
を
領
し
、
大
槻
内
蔵
允
靭
元
と

呼
ぺ
り
。
心
中
広
反
逆
の
企
あ
り
け
る
ゆ
ゑ

K
.
太
守
吉
徳
卿
を
ぽ

色
遣
を
以
て
御
心
を
迷
は
せ
奉
り
‘
領
闘
中
を
ぽ
取
飢
す
謀
計
を
な

す
と
い
へ
ど
も
、
吉
徳
卿
は
内
磁
允
が
悪
心
と
は
鍵
程
も
悟
h
p
給
は

守
、
益
寵
愛
し
て
何
事
も
彼
が
申
す
皆
に
任
せ
ら
れ
た
り
。
内
競
允

は
大
撃
を
た
〈
み
け
る
が
故
に
、
先
づ
圏
内
の
財
貨
を
奪
は
ん
事
を

丸




